
第１分科会

「あなたにとってのESDとは！？
～環境教育NPO法人くすの木自然館の取り組み～」

NPO法人 くすの木自然館

代表理事 浜本 奈鼓 氏



あなたにとってのＥＳＤとは！？
～環境教育ＮＰＯ法人 くすの木自然館の取り組み～

環境教育NPO法人くすの木自然館
代表理事 浜本奈鼓

優先すべきは地域の利益、
尊重すべきは地域の個性

鹿児島湾北半部

姶良市重富海水浴場
姶良カルデラ





【漁協・企業・商店】
・漁獲再生のための取組
・水質改善の取り組み
・エコ商品の取り組み
・CSR

【地域自治会・利用者】
・自然とのふれあい
・水質改善
・再生への協力

【潟守・環境NPO】
・独自の調査研究
・再生への取組
・まちづくり【県・町・流域・他機関】

・都市計画 ・施設管理
・水質改善
・法整備

【大学・博物館・小中高校】
・調査研究 ・情報提供
・水質改善
・カリキュラムへの取り込み

・連携・協働コーディネート
・各団体との協働・協力

○姶良小学校・重富小学校
の子どもたち
○山野自治会
○周辺住民
○海岸利用者

○芙蓉商事
○サニクリーン九州
○ペインター川崎
○日本たばこ産業株式会社
○三井物産環境基金
○南日本新聞社
○錦海漁協 などなど

○環境省 ○農水省
○国交省 ○鹿児島県
○姶良・伊佐地域振興局
○姶良市 ○霧島市
○鹿児島市
○県議・市議

○県内NPOおよび
NPO法人

○渚を守る会など
○海守

○貝や生物の研究者
グループ

○鹿児島大学
○県立博物館
○県内小中学校
○専門学校



問題点の解決！①
問題点：ゴミがあって汚い。だから人が来ない！

イメージも悪い！

当時の人々の反応

・「ゴミ拾いしてもどうせまた汚れるし…」
・「イベントとしてやりたいけど、資金がない…」
・「治安が悪いから近づきたくないし…」

できることは何だろう？

２００４年４月１６日：くすの木自然館のスタッフで海岸のゴミ
をゼロに！ ← 見た目をよくしよう！！

その日から毎日ゴミを拾って、記録、分析。

ゴミの種類によって対策をとる！

例：弁当容器が多い → お昼ご飯が終わるくらいの

時間に合わせてゴミ拾い。



～地域資源としての海岸の再生～

コーデネーター
NPO法人くす
の木自然館○人材の確保

○環境教育の普及
○用具の整備
○飲料の提供
○ …他



2004年からのゴミの総数と海岸利用者数
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ゴミ拾いを続けた結果！！
２００４年と比べて、１日のゴミの量は３分の１に！！

海岸の利用者は１０倍以上！！

海岸の利用者のマナー向上！

治安がよくなったので、たくさんの人が訪れる！！

地元の人は、ますます海岸を誇りに思う！！



問題点の解決！②
問題点：昔はたくさんいた生き物がいなくなった。。。

調査も全然せずに

「汚くなったから、

生き物もいなくなった！」

と思い込んでいた。

できることは何だろう？

鹿児島大学などと協力して、

様々な環境調査や生物調査の実施
← 見えない部分の検証！

継続的な干潟の底生生物調査

干潟の底質調査

野鳥の利用調査

５０年前との水質比較のための堆積物調査 など…



地域資源としての生態系の保存と再生

コーデネーター
NPO法人くす
の木自然館

●生態系調査
●調査のための資金援助
●人材育成
●地域での環境教育

重富干潟小さな博物館

調査をした結果！！
水質は少しだけ悪化しているが、大きな変化は、

干潟の地質が「砂利」から「砂」に変化していること！！

汚くなって生き物がいなくなったのではない！！

「砂利質が好きな生き物」から「砂質が好きな生き物」に

生き物相が変化している途中だったことがわかった！



博物館が行なう環境教育
綿密な調査を元にしたデータの公開

自然への関わり方を知らない、自然の恵みを理解しない
行動をとる人々へのアプローチ

老若男女全ての人にも対応できるような

体験型環境教育プログラムの開発・実施

合言葉は…










